
明
治
の
開
国
以
来
、
日
本
人

の
目
標
は
「欧
米
に
追
い
つ
け
、

追
い
越
せ
」
で
あ

っ
た
。
確
か

に
近
代
的
合
理
主
義
や
西
洋
の

科
学
技
術
は
、
モ
ノ
を
豊
か
に

し
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
を
も

た
ら
し
た
。
し
か
し
、
大
量
生

産

。
大
量
消
費

の
経
済
構
造

は
、
大
量
廃
棄
に
よ
る
環
境
破

壊
を
生
み
、
利
益
至
上
主
義
の

中
、
際
限
の
な
い
競
争
化
が
人

の
心
を
荒
廃
さ
せ
て
い
っ
た
。

「
Ｇ
Ｎ
Ｐ

（国
民
総
生
産
）

よ
り
も
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（国
民
総
幸
福
）

が
重
要
だ
」
と
語

っ
た
の
は
ア

き
ょ
う
の

ジ
ア
の
小
国
ブ
ー
タ
ン
の
国
王
　
弁
当
を
作
り
、
そ
こ
へ
案
内
す

だ
が
、
日
本
も
今

一
度
立
ち
止
　
る
機
会
が
あ

っ
た
。

ま

っ
て
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
　
　
一
一十
年
前
に
東
京
で
講
演
を

ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
い
た
あ
こ
が
れ
の
人
と
、
生

南
小
国
町
に
、
四
千
年
前
の
　
ま
れ
故
郷
で
再
会
で
き
る
こ
と

シ

ュ
メ
ー
ル
古
拙
文
字
の
ペ
ト
　
に
な
る
と
は
感
慨
無
量
だ

っ

ロ
グ
ラ
フ

（岩
刻
文
字
）
が
刻
　
た
。
私
が
世
界

一
の
阿
蘇
の
カ

懐
か
し
い
未
来
　
　
・・
・

ま
れ
た
巨
石
が
点
在
す
る
押
戸
　
ル
デ
ラ
や
押
戸
石
山
の
太
陽
信

石
山
が
あ
る
。
古
代
人
の
祈
り

仰
に
よ
る
石
の
配
列
な
ど
を
解

の
場
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
、　
説
し
て
い
る
と
、
博
士
が

「
こ

統
合
医
療
の
世
界
的
権
威
で
ア
　
こ
は
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
の
世

界
だ

リ
ブ
ナ
大
医
学
部
教
授
の
ア
ン
　
ね
」
と
叫
ん
だ
。
な
ん
と
縄
文

ド
ル
ー

・
ワ
イ
ル
博
士
の
た
め

と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
だ

っ
た

に
、
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
　
の
だ
。

波多野 毅
寺子屋 TAO塾 代 表

縄
文
時
代
は
、
か
つ
て
は
未

開
で
野
蛮
な
人
々
が
暮
ら
し
て

い
た
時
代
と
い
う
認
識
だ

っ
た

が
、
自
然
と
共
生
す
る
英
知
を

持
ち

一
万
年
以
上
続
い
た

「持

続
可
能
な
社
会
」
で
あ

っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
縄
文
の
息
吹

が
漂
う
故
郷
小
国
郷
で
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
の
あ
り
方
を
探
る

と
き
、

「懐
か
し
い
香
り
の
す

る
未
来
」
が
見
え
て
く
る
。

日
本
を
人
体
だ
と
み
る
と
、

九
州
は
足
。
阿
蘇
は
万
病
に
効

く
ツ
ボ

「
足
の
三
里
」
に
位
置

す
る
。
新
し
い
時
代
の
波
を
こ

れ
か
ら
も
足
元
か
ら
発
信
し
て

い
き
た
い
。


